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団体名：Rose FIG 

一押しの活動：「ゆうちゃんとまほうのばら」英訳プロジェクト 

 

【共感！】活動目的 

① 2025 年 5 月に開催される「世界バラ会議福山大会」をきっかけとした福山のローズマインドを世界

に届ける。 

② 国際交流に興味関心のある会員のコミュニティ機能を提供する。 

 

【共感！】活動を始めたきっかけ 

① ２０１２年に福山市手城公民館（当時）で製作された絵本「ゆうちゃんとまほうのばら」。 

美しい絵とともに福山のバラのルーツを物語る、この絵本をバイリンガル版のパンフレットにして、 

世界バラ会議 in福山大会参加者に配布したい！と考えた。 

② 福山の中高生対象に翻訳ボランティアを募集。翻訳作業を通し、福山のバラ、そしてローズマインド（や

さしさ、思いやり、助け合い）、国際平和について考えてもらう機会となると考えた。 

 

【広がり！】知ってほしい取り組み 

福山のバラのルーツは、太平洋戦争末期の福山空襲で傷ついたまちの住人が復興のために 1000本のバ

ラを植えたことから。福山のバラは市民が大切に育てており、そのことが世界バラ会議の開催地として評価

された。公民館の絵本製作委員会が12年前に作成した福山のばらの歴史の物語を世界に発信しようとして

いる。中年メンバーの多い Rose FIGメンバーの活動により、10代を巻き込み一体となって、2025年 5

月に 2,000部のパンフレットを製作し、大会や市内学校に配布する。（現在製作中） 

 

【成果！】活動実績 

・ 5 月より中高生ボランティア募集開始。オンライン説明会 3 回で参加を呼びかけ、福山市内在学在住 9

校 28名の翻訳ボランティアの応募があった。 

・ 7月 28日に対面でキックオフを開催。Rose FIGメンバー6名、中高生ボランティア 18名、福山市な

ど関係者 2名が参加。 

・ 8月にオンライン相談室 3回開催。中高生ボランティアの翻訳作業をサポート。全員が英訳を提出。 

・ 9月より Rose FIGメンバーで校正・編集作業を実施。 

 

【成果！】教育的効果 

・ 募集告知やキックオフを通し、世界バラ会議福山大会について、中高生に知ってもらえた。 

・ 中高生が自分で志願して申し込むことで主体性を引き出した。 

・ 中高生が自分のまちの歴史を知る機会を創った。 

・ ボランティア応募に当たり下記の 3点をお願いした。（意志と勇気をもって応募するよう） 

① 戦後の福山にバラを植えた市民の気持ちを想像してみること 

② 自分の活動が福山や世界の平和につながると想像してみること 

③ みんなと協力して、1 冊の本が完成したうれしさを想像してみること 
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